

                                 「醜聞」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この映画のストーリーは理解易いくで、人物の性格特徴も表現させたが、やはり七十年前の映画ので、始めた時少し古いと思った。実は映画を見た後、あの時代の映画について主題はとても面白くて新しいと感じた。この映画の中に大好きな人物がいなかったが、深い印象的なキャラクターがあった。蛭田弁護士の娘、正子は本当に優しくて、透き通るような水晶みたい心があった人と思った。実は正子の役者の桂木洋子の顔を見て、そんな素敵な目を気づいた。道理で「お星様」と言ったのは一部よく分かった。
　大好きな場面は聖夜、蛭田宅で慶祝する為に美也子が「きよしこの夜」を歌って、一郎がピアノを弾いて、正子はあの綺麗な和服を着き、王冠を戴き、喜んで笑っていたあの場面は一番好きなのだ。戦後の場合はこんな楽しい場面を見ながら、希望に満ちたものである。蛭田はこの場面を見て、「俺は蛆虫だ！」そう叫んで、恥ずかしくて逃げられた。
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